
▲子育てサークル「やさと森のようちえん～あおぞら♪」のきらめ樹間伐ワークショップにて（3ページ参照）

広
報 平成 31年
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4 / 1石　岡

　　　　75,051 人（ー 94）
男　　　37,276 人（ー 55）
女　　　37,775 人（ー 39）
世帯数　30,799 世帯（ー 12）
（　）内は前月との比較

人の動き【3/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 28　　　転入   164
死亡 89　　　転出   197

特集　石岡市で子育て
「ここで子育てしたい」と思えるところ



城
県
統
計
課
に
よ
る
と
、

１
月
１
日
現
在
の
県
人

口
（
推
計
）
は
常
住
人
口
調
査
で

２
８
８
万
１
０
２
０
人
で
前
年
と

比
べ
て
１
万
４
８
８
７
人
減
少
し

ま
し
た
。
減
少
幅
は
統
計
が
残
る

１
９
６
５
年
以
降
最
大
で
す
が
、

転
入
・
転
出
に
よ
る
社
会
動
態
は

３
年
ぶ
り
に
転
出
超
過
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
人
口
増
と
な
っ
て
い
る

の
は
44
市
町
村
の
う
ち
、
つ
く
ば

市
、
守
谷
市
、
阿
見
町
、
神
栖

市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
５
市
町

の
み
。
そ
れ
以
外
の
市
町
村
は
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。
そ
し
て
減
少
幅
が
多
い

ト
ッ
プ
５
に
石
岡
市
も
入
っ
て
い

ま
す
。
減
少
幅
が
大
き
い
ほ
う
か

ら
、
日
立
市
２
０
８
７
人
、
常

陸
太
田
市
９
９
１
人
、
筑
西
市

９
５
０
人
、
桜
川
市
８
６
４
人
、

石
岡
市
７
９
５
人
。
社
会
動
態
に

限
っ
て
み
る
と
石
岡
市
の
転
入
者

数
は
２
３
１
０
人
、
転
出
者
数
は

２
５
６
４
人
で
し
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を

　
　
　
　
　
　
　
実
現
す
る
場

　
市
内
の
年
間
出
生
数
は
５
０
０

人
を
切
る
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
目
下
の
課
題
は
、
妊
娠
期
か
ら

入
園
、
入
学
ま
で
の
子
育
て
期
を

い
か
に
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す

る
か
︱
。

　
そ
こ
で
平
成
29
年
、
石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー
内
で
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
始
め
ま
し

た
。
こ
こ
は
助
産
師
・
保
健
師
・

保
育
士
が
常
駐
し
て
い
る
の
が
特

長
で
、
こ
れ
に
よ
り
専
門
ス
タ
ッ

フ
か
ら
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に

き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
、
ま
さ
に

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
同
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

産
後
の
女
性
が
直
面
す
る
危
機

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
産

後
ケ
ア
な
ど
の
事
業
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
25
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
産
後
の

女
性
の
約
10
人
に
一
人
が
「
産
後

う
つ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
と
し
て
、
母
乳
の
ト
ラ
ブ

ル
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
産
後

ケ
ア
事
業
を
通
し
て
、
助
産
師
が

適
切
な
時
期
に
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
産
後
の
女

性
を
支
え
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
親
同
士
が
つ
な
が
る
場

　

子
育
て
に
は
仲
間
が
必
要
で

す
。
し
か
し
孤
育
て
（
孤
立
し
た

状
態
で
の
子
育
て
）
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
る
時
代
。

　
親
同
士
が
つ
な
が
れ
る
場
と
し

て
、
市
内
に
は
８
つ
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
児
童
館
・
児
童
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
か

石
岡
市
の
子
育
て
の

茨 特
集
：
石
岡
市
で
子
育
て(

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
編
）

出産後

1 枚で紙おむつ 1 袋と交換で
きる 10 枚つづりのクーポン。
赤ちゃん訪問時、４か月児健
診時にお渡ししています。
㉄こども福祉課

妊娠前

石岡市には、子育て世代包括
支援センターとこども福祉課
に、妊娠前から出産・子育て
に関する相談や情報提供、関
係機関との調整などを行い、
保護者をはじめとする子育て
に関わる皆さんを身近な立場
から支援する子育て支援コー
ディネーターがいます。

◀子育て支援コーディネー
ター（こども福祉課）の橋本
さんは保育士の資格をもち、
市内で子育て真っ最中の現役
ママ。子育て家庭を対象に相
談にあたっていますので、気
軽にご相談くださいね。

広報いしおか４月１日号　№３２４　　　２　　　　　　　

特定不妊治療助成に加え、平
成 31 年度から不妊検査と一
般不妊治療にも５万円を限度
に助成します。㉄健康増進課

妊娠中
予防接種
医療機関
保育園など妊娠・出産・育児を記録と情

報でサポートするアプリで
す。二次元コードからダウン
ロードできます。
------------------------------
母子健康手帳は子育て世代包
括支援センター（石岡保健セ

ンター内・八郷保健センター
内）・本庁市民課・支所市民
窓口課、合わせて 4 か所で
交付しています。
㉄健康増進課

今

産後ケア（P4 参照）
おむつクーポン

母子健康手帳
アプリ配信スタート

不妊治療助成事業
石岡市
子育て支援事業
ご案内

母 子
手 帳



ら
は
、
新
た
に
石
岡
幼
稚
園
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
保
育
士
不
足
が
叫
ば
れ

る
中
に
お
い
て
石
岡
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
内
の
子
育

て
環
境
の
充
実
の
た
め
、
現
場
で

奮
闘
す
る
保
育
士
さ
ん
た
ち
が
い

ま
す
。

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

　
　
　
　
　
　
　
保
育
の
状
況

　
平
成
27
年
に
女
性
活
躍
推
進
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
女
性
が

育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
を
預
け
る
環

境
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　
増
加
す
る
乳
幼
児
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
数
年

で
、
石
岡
幼
稚
園
と
ば
ら
き
台
幼

稚
園
の
２
つ
の
幼
稚
園
型
認
定
こ

ど
も
園
で
も
、
３
歳
未
満
の
保
育

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
23
の
認
可
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保

育
施
設
の
中
で
、
０
～
２
歳
の
保

育
を
行
う
の
は
19
施
設
。

　
全
施
設
を
合
わ
せ
る
と
０
歳
の

定
員
は
１
５
７
人
、
１
歳
の
定
員

は
２
４
２
人
、
２
歳
の
定
員
は

３
１
３
人
で
す
（
平
成
31
年
４
月

時
点
）。

　　　　　　　３　　　広報いしおか４月１日号　№３２４

▲やさと森のようちえん～あおぞら♪が行った「き
らめ樹間伐ワークショップ」。木の皮をむいて間伐
を行うもので子どもでも作業に参加できるのが特
長（写真①）。体験の前に、森林の役割を手作りの
紙芝居で子どもたちに伝える代表の藤田陽子さん

（写真②）。あおぞら♪を始めたのがきっかけで保
育士の資格を取得しました。会場となる森は、地
元の方がご厚意で提供してくださっています。

魅
力
あ
ふ
れ
る

子
育
て
の
場
を
つ
く
る
人
た
ち

　
市
内
に
は
自
分
た
ち
で
子
育
て

の
場
を
作
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
八
郷
地
区

の
里
山
を
拠
点
に
野
外
保
育
に
取

り
組
む
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
や

さ
と
森
の
よ
う
ち
え
ん 

～
あ
お

ぞ
ら
♪
」。
自
然
の
中
で
の
び
の

び
と
し
た
子
育
て
を
し
た
い
と
考

え
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心
に
な

り
平
成
26
年
に
立
ち
上
が
っ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
週
末
は
親
子
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
１
月
27
日
に
行

わ
れ
た
自
然
体
験
活
動
に
は
、
市

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水
戸
市

や
土
浦
市
の
親
子
20
組
以
上
が
参

加
。
市
外
の
参
加
者
は
「
こ
う
い

う
素
敵
な
人
た
ち
の
つ
な
が
り
の

あ
る
場
所
」
で
子
育
て
で
き
る
の

が
羨
ま
し
い
と
話
し
ま
す
。

　
石
岡
市
に
は
、
転
出
と
い
う
数

字
だ
け
を
見
て
い
る
と
見
落
と
し

て
し
ま
う
、
実
に
豊
か
な
人
と
人

と
の
関
係
性
の
網
目
が
あ
り
ま
す
。

---------------------------------

　
人
口
を
数
字
だ
け
で
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
い
る
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
知
る
と
、

心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
子
育
て
世
代

や
子
育
て
世
代
を
支
え
る
皆
さ
ん

の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
、
石
岡
市

が
目
指
す
べ
き
「
子
育
て
支
援
」

を
考
え
ま
す
。

（写真①）

（写真②）

あおぞら♪の
ホームページ

ほかにもいろいろ、子育て支援事業（抜粋）
問保健センター（健康増進課）
　（石岡）TEL 24‒1386・（八郷）℡ 43‒6655
□妊婦歯科健康診査の助成（無料）
□妊婦タクシー利用補助事業
□バースビクス・パパママスクール（日程は本　
　号折り込みの保健センター予定表から）
問まちづくり協働課　TEL 23‒7304
□チャイルドシート購入補助（P14 参照）
□リサイクルチャイルドシートの貸し出し（現
　在、在庫がありません。安全基準を満たした
　チャイルドシートの寄付を募集中です）
問こども福祉課
　TEL 23‒5583（保育）・TEL 23‒7331（資格）
□第３子以降保育料無料（所得制限なしへ）
□ひとり親家庭支援強化（ひとり親家庭の親に、
　高卒認定試験の講座受講や資格取得をする場
　合に給付金を支給）
問教育総務課　TEL 43‒1111
□入学祝い品ランドセル贈呈

問生涯学習課　TEL 43‒1111
□乳幼児期親力アップ講座（子育ての悩みを共
　有し子どもとの関わり方を考える講座）
□訪問型家庭教育相談（P6 参照）
問指導室　TEL 43‒1111
□小学 5 年生以上の英語が教科化
□郷土愛を育むふるさと学習の実施
問保険年金課　TEL 23‒5557
□医療福祉支給事業（平成 31 年 10 月からマル
　福制度で外来・調剤にかかる対象年齢を 18
　歳まで拡大し子育てにかかる経済的負担を軽
　減）
問社会福祉課　TEL 23‒7320
□生活困窮世帯の子どもに対する学習支援（小
　学４年から中学３年までの子どもの学習支援）
問学校給食課　℡ 22-6286
□石岡市立小学校に通う第３子以降、給食費無料
※各種事業の実施は、平成 31 年第 1 回定例会での予算成
立が前提となります。



内
に
は
２
つ
の
産
婦
人
科

が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
28

年
６
月
、
松
葉
産
婦
人
科
で
、
平
成

29
年
12
月
、
冨
田
産
婦
人
科
で
分
娩

の
取
り
扱
い
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
出
産
で
き
る
医
療
機

関
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、出
産・

育
児
を
支
え
る
人
た
ち
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
市
内
に
は
、
子

育
て
に
取
り
組
む
お
母
さ
ん
を
温

か
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
石
岡
市
で
も
ス

タ
ー
ト
し
た
産
後
ケ
ア
を
行
う
助

産
師
さ
ん
た
ち
も
そ
の
ひ
と
り
。

　
産
後
ケ
ア
と
は
、
授
乳
や
沐
浴

な
ど
の
育
児
指
導
や
産
後
女
性
の

心
身
ケ
ア
を
行
う
も
の
で
、
宿
泊

型
、
通
所
型
、
訪
問
型
の
３
つ
が

あ
り
ま
す
。

---------------------------------

通
所
型
の
産
後
ケ
ア
を
行
う

鈴
木
美
香
さ
ん
（
冨
田
産
婦
人
科
）

「
産
後
ケ
ア
に
は
以
前
か
ら
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
。
で
も
分
娩
を
扱
っ
て
い
る
時

は
、
と
て
も
そ
ん
な
余
裕
は
な
く

て
。
今
は
産
前
の
妊
婦
健
診
を
継

続
し
て
行
い
、空
い
た
病
室
を
使
っ

て
産
後
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
冨
田
産
婦
人
科
の
助

産
師
、
鈴
木
美
香
さ
ん
。
自
身
も

市
内
で
５
歳
の
男
の
子
と
２
歳
の

女
の
子
を
育
て
る
ワ
ー
キ
ン
グ
マ

ザ
ー
で
す
。

　
冨
田
産
婦
人
科
で
は
、
お
母
さ

ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
個
室
で
の
育
児
相
談
や
授

乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
乳
房
ケ
ア
な

ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
考
え
ら
れ
た
昼
食
も
付
き

一
日
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
長
で
す
。

「
通
常
、
出
産
後
は
４
日
ほ
ど
で

退
院
で
す
。
最
近
で
は
自
分
の
出

産
で
新
生
児
に
初
め
て
触
れ
る
と

い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
自
宅
に
帰
り
、
い
ざ
一
人
で

授
乳
や
お
む
つ
交
換
を
す
る
場
面

で
『
ど
う
し
よ
う
！
』
と
戸
惑
う

こ
と
も
。
産
後
は
体
を
休
め
る
こ

と
が
何
よ
り
大
切
な
の
に
、
核
家

族
だ
っ
た
り
、
親
が
祖
父
母
の
介

護
を
し
て
い
る
な
ど
で
、
そ
の
環

境
に
な
い
女
性
が
多
い
の
が
現
状

で
す
」

　
冨
田
産
婦
人
科
で
は
、
産
後
ケ

ア
以
外
に
も
、
子
育
て
の
仲
間
に

出
会
え
る
場
づ
く
り
の
一
環
で
、

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
参
加
で
き
る
マ

マ
ヨ
ガ
も
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
に
『
～
ね
ば
な
ら
な
い
』

と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
お
母
さ
ん
の
不
安
を
少
し

で
も
取
り
除
い
て
、
育
児
を
楽
し

め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

特
集
：
石
岡
市
で
子
育
て
（
産
前
・
産
後
編
）　
問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
℡
２
４・１
３
９
０

広報いしおか４月１日号　№３２４　　　４　　　　　　　

市
内
か
ら
分
娩
施
設
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど

 

産
後
の
あ
な
た
に
寄
り
添
う
人
た
ち
が
い
ま
す

※市内 2 つの産婦人科では分娩の取り扱いは終了しましたが、妊婦健診を行っています。

▲助産師の鈴木美香さん（写真左）。産後ケア利用者の堀江さんは「初めての子育てで何をどうすればいいのか分から
ない不安と、おむつ交換や授乳、沐浴など目の前のことで、いっぱいいっぱいになっていた時に、親身になって対応し
てくれたのは本当に助かりました。鈴木さんには心のサポートもしていただいたような気がします」と話します。

市

鈴木美香さん



■訪問型（利用時間）2 時間
　　　　  （料金）1 回 1,000 円
1すみれ助産院（石岡市国府）　
　母乳育児相談、乳房ケアなど。
2助産所フェルサデムヘール（土
　浦市）心地よいアロマトリー
　トメントなど。
3 Aina 助産院（土浦市）英語・韓
　国語、DV 等の相談にも対応可。
■通所型
1冨田産婦人科（石岡市茨城）

（利用時間）
午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分

（料金）1 日 1,500 円
■宿泊型
1霞ヶ浦医療センター（土浦市）

（料金）1 泊 2 日 4320 円
〔1 日追加ごとに 2160 円〕
----------------------------------
利用方法　
　子育て世代包括支援センターに
ご相談ください。
産前の申請も可。ただし、利用は
産後 1 年間に限ります
問子育て世代包括支援センター
　（石岡）℡ 24-1390
　（八郷）℡ 43-6655

産後ケアの種類と利用方法

　　　　　　　５　　　広報いしおか４月１日号　№３２４

訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
を
行
う

前
島
澄す

み
れ麗

さ
ん
（
す
み
れ
助
産
院
）

　
昨
年
６
月
、
市
内
で
出
張
訪
問

専
門
の
助
産
院
を
開
業
し
た
前
島

澄
麗
さ
ん
（
す
み
れ
助
産
院
）
の

も
と
に
は
乳
腺
炎
な
ど
の
母
乳
の

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
女
性
か
ら
の

相
談
が
多
く
入
り
ま
す
。

「
疲
労
や
肩
こ
り
か
ら
乳
房
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で

す
。
ほ
か
に
も
母
乳
分
泌
不
足
感

や
、
ミ
ル
ク
を
ど
の
く
ら
い
あ
げ

た
ら
い
い
の
か
、
卒
乳
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
の
悩
み
で
心
と
体
が
疲

れ
、
そ
れ
が
解
消
さ
れ
な
い
と
、

産
後
う
つ
に
つ
な
が
る
こ
と
も

…
。
産
後
は
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で

情
緒
不
安
定
に
な
る
の
は
当
た
り

前
。
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、
自
分

だ
け
が
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
っ

て
思
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
辛
い

時
に
は
頼
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

　
助
産
師
と
し
て
何
が
で
き
る
か

と
考
え
、
兵
庫
県
の
助
産
院
に
乳

房
ケ
ア
を
学
び
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
る
前
島
さ
ん
。
大
学
病
院
や
産

婦
人
科
で
勤
務
し
た
の
ち
、
よ
り

身
近
な
存
在
と
し
て
支
え
た
い
と

生
ま
れ
育
っ
た
石
岡
で
訪
問
型
の

助
産
師
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
３
歳
の
男
の
子
と
１
歳

の
女
の
子
の
子
育
て
真
っ
最
中
の

舟
田
さ
ん
は
、
前
島
さ
ん
の
産
後

ケ
ア
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
で
す
。

「
母
乳
で
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
第
１
子
を
出
産
し
た

当
初
、
全
く
母
乳
が
出
ず
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
、
母
親
失
格

の
よ
う
な
気
持
ち
に
…
。
ま
さ
に

産
後
う
つ
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
ん

な
時
に
前
島
さ
ん
と
出
会
い
、『
大

丈
夫
！
』
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

て
、
と
て
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
同
じ
お
母
さ
ん
た
ち
に
こ
の

制
度
の
こ
と
、
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

▲「赤ちゃんとお母さんの笑顔が見られるのが、一番嬉しい瞬間」と話す助産師の前島澄麗さん（写真左）。産後ケ
ア利用者の舟田さんは「いざとなったら頼れる人がいるんだという安心感が、産後ケアにはあって、例え使わなかっ
たとしても、こういう助成制度があること自体がお守りのようなものなんです」と話します。

前島澄麗さん

※産後 1 年以内の女性が対象です



成
28
年
12
月
、
茨
城
県
で

は
「
茨
城
県
家
庭
教
育
を

支
援
す
る
た
め
の
条
例
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
条
例
が
で
き
た
背

景
に
あ
る
の
は
、
家
庭
を
取
り
巻

く
環
境
の
大
き
な
変
化
で
す
。
例

え
ば
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
茨
城
県
の
ひ
と
り
親
世
帯
は

２
０
１
０
年
に
は
８・
９
％
で
し

た
が
、２
０
２
５
年
に
は
10・７
％

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
付
き
合
い
も
変
わ
り
、

家
族
形
態
も
多
様
化
す
る
中
で
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
親
へ
の
支

援
、「
新
た
な
家
庭
教
育
の
支
援
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

---------------------------------

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
　
　
訪
問
型
家
庭
教
育
相
談

　
そ
こ
で
石
岡
市
が
始
め
た
の
が

「
訪
問
型
家
庭
教
育
相
談
」。

　
こ
れ
は
退
職
教
員
や
専
門
ス
キ

ル
を
も
つ
地
域
の
方
々
が
、
子
育

て
に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
の
話
を
聞
く
と
い
う
も
の
。
教

え
導
く
の
で
は
な
く
、
傾
聴
し
、

一
緒
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
家
庭
教
育
支
援
員
と
し

て
相
談
に
あ
た
る
の
は
、
学
校
の

教
員
を
務
め
た
額
賀
均
さ
ん
と
産

後
ケ
ア
も
行
う
助
産
師
の
前
島
澄

麗
さ
ん
の
お
二
人
。
二
人
体
制
に

よ
り
、
産
後
か
ら
就
学
後
ま
で
の

幅
広
い
年
代
の
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

---------------------------------

ど
ん
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
か

　
家
族
で
共
有
し
て
い
ま
す
か

　
自
分
が
親
に
な
っ
た
ら
、
頭
ご

な
し
に
子
ど
も
を
怒
鳴
り
つ
け
た

り
は
絶
対
に
し
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
余
裕
が
な
い
と
つ
い
怒

鳴
っ
て
し
ま
う
、
で
も
ど
の
よ
う

に
叱
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、

子
ど
も
の
生
活
や
行
動
が
心
配
、

学
習
に
興
味
を
持
た
せ
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　
そ
ん
な
時
、
親
は
一
体
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
親
も
人
間
。
悩
む
の
は
当
然
で

す
。
た
だ
そ
の
時
に
、
家
族
の
中

で
役
割
分
担
を
話
し
合
え
た
り
、

迷
っ
た
時
に
『
ど
う
い
う
子
に

な
っ
て
ほ
し
い
の
か
』
を
家
族
で

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

支
援
員
の
額
賀
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　
ど
ん
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
の

か
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
時
、
誰

か
に
話
す
と
見
え
て
く
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
教

育
支
援
員
は
、
あ
な
た
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

---------------------------------

支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
保
護
者
と
同
じ
目
線
で
寄
り
添

う
傾
聴
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
集
：
石
岡
市
で
子
育
て
（
就
学
前
・
就
学
後
編
） 

問
生
涯
学
習
課　
℡
４
３・１
１
１
１　
（
内
線
１
３
６
４
）

子
ど
も
に
寄
り
添
う
親
に
も
、

　
　
「
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
人
」
が
必
要
で
す

平

広報いしおか４月１日号　№３２４　　　６　　　　　　　

▲平成 29 年度から「ほめる
コツ」をテーマに、放課後児
童クラブ支援員へのペアレン
トトレーニング研修を開始し
ています。
平成 30 年度は 6 回実施しま
した。写真はロールプレイで
よいほめ方を実践する様子。
こうした研修は学童保育の支
援員の意見交換の場にもなっ
ています。

怒ってばかりで、自己嫌悪に陥ってしまう時は…
　悪いことを悪いと教えることは親の義務。毅然と叱ることも時
には必要です。ただ叱るときは、してはいけない行為だけを「そ
れはいけない」と理由を伝えながら簡潔に言うのがポイントです。
　放課後児童クラブ支援員の研修の一環として行っている「ペア
レントトレーニング」で行うほめ方のコツのご紹介します。

行動をほめる
　例）「100 点を取って頭がいいね」ではなく「100 点を取るまで
よく頑張ったね」など子どもの行動をほめましょう。
タイミングよくほめる
　例）完全にできてからほめるのではなく、好ましい行動を始め
た時、しようとしている時、できるだけ早いタイミングでほめま
す。これを 100％できてからほめるのではなく、25％の段階でも
ほめるルールなので 25％ルールといいます。

　子どもに近づき同じ目の高さ（視線・距離）、穏やかな表情（表
情）、あなたが嬉しいと感じている声（声の調子）、簡単に分かり
やすい言葉（皮肉や批判を付け加えません）も、お忘れなく。



特
集
：
石
岡
市
で
子
育
て
（
子
育
て
を
支
え
る
ひ
と
編
）　
問
石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

自
分
の
家
族
を
支
え
る
感
覚
の
延
長
線
上
で

台
に
お
住
ま
い
の
松
井
幸

子
さ
ん
（
63
歳
）
は
、
ご

自
身
も
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
上

げ
、
少
し
時
間
が
で
き
た
今
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
家
事
援
助
や
一
時

的
な
乳
幼
児
の
世
話
を
行
う
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

「
少
し
で
も
自
分
の
経
験
が
役
に

立
つ
な
ら
と
始
め
ま
し
た
。
子
育

て
支
援
以
外
に
も
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
お
宅
に
伺
っ
て
お
掃

除
し
た
り
お
料
理
し
た
り
す
る
こ

と
も
。
昭
和
一
桁
生
ま
れ
、
激
動

の
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
自
分

の
母
の
年
代
の
方
た
ち
か
ら
聞
く

お
話
し
は
貴
重
で
す
よ
。
自
分
が

こ
れ
か
ら
進
む
道
を
見
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」

　
と
は
い
え
、
自
分
た
ち
の
生
活

の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
に
で
き
る
範

囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
と
話
す
の
は
、
ご
主
人
の

宏
さ
ん
。
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
本
人
の
自
宅
で
行
う

こ
と
が
あ
る
た
め
、
ご
主
人
の
協

南

（
取
材
後
記
）

　
産
後
ケ
ア
は
厚
生
労
働
省

が
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
で

す
が
、
全
国
的
に
見
る
と
実

施
し
て
い
る
自
治
体
は
全
国

で
26
％
ほ
ど
に
過
ぎ
ま
せ
ん

（
厚
生
労
働
省 

平
成 

29
年
度 

子

ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査

研
究
事
業
報
告
よ
り
） 

。
理
由

と
し
て
は
予
算
不
足
の
ほ
か

に
人
手
不
足
も
大
き
な
壁
の

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の

中
で
、
産
後
ケ
ア
に
力
を
入

れ
る
助
産
師
さ
ん
が
市
内
に

は
二
人
も
い
る
と
い
う
こ

と
。
里
山
を
拠
点
に
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
の
場
を
つ
く
る

人
が
い
て
、
生
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
子
育
て
世
代
を

支
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
、

人
と
人
と
の
豊
か
な
関
係
性

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
事
業
以

外
に
も
市
内
に
は
子
育
て
の

場
を
つ
く
る
人
、
支
え
る
人

や
活
動
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
後
も
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

力
も
不
可
欠
で
す
。

　
松
井
さ
ん
自
身
が
子
育
て
真
っ

最
中
だ
っ
た
頃
は
、
よ
う
や
く
育

児
休
暇
が
で
き
た
ば
か
り
。
今
の

よ
う
に
公
的
な
子
育
て
支
援
も
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
私
も
子
育
て
で
大
変
な
時
が

あ
っ
た
か
ら
、
で
き
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
。
自
分
の
家
族
を
支
え
る
よ
う

な
感
覚
の
延
長
線
で
す
ね
」

---------------------------------

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

対
象
／
市
内
在
住
の
健
康
で
助
け

　
合
い
の
精
神
で
協
力
し
て
く
だ

　
さ
る
人
、
週
に
１
日
で
も
１
時

　
間
で
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
活

　
動
に
参
加
で
き
る
人

※
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
中
の

　
事
故
に
備
え
て
、
保
険
に
加
入

　
し
掛
け
金
は
社
会
福
祉
協
議
会

　
が
負
担
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

問
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
℡
２
２・３
０
４
５

　　　　　　　７　　　広報いしおか４月１日号　№３２４

▲「子どもを預かることは命を預かることですから、もちろん気を使いますが、それだけでなく
その中にやはり喜びもありますね」と話す松井幸子さん（写真左）と宏さん



ま ち の 話 題

　

市
は
株
式
会
社
ア
ペ
ッ
ク
ス

と
、
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
結
び

ま
し
た
。 

　
石
岡
市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
新

た
に
紙
カ
ッ
プ
自
動
販
売
機
を
設

置
。
通
常
は
有
料
で
販
売
す
る
飲

料
が
災
害
時
は
無
料
に
切
り
替
わ

り
、
被
災
者
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
水
や
お
湯
の
提
供
も
可
能

と
な
る
た
め
、
避
難
生
活
時
の
高

齢
者
の
薬
の
服
用
や
乳
幼
児
の
粉

ミ
ル
ク
な
ど
被
災
者
支
援
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。 

災害時における救援物資等の
　提供に関する協定を結びました 

1
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毎年、1 月 26 日は文化財防火デー
　今年は萬福寺で行いました

１
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昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺

金
堂
が
延
焼
し
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
文
化
財
防

火
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
22
日
、
茨
城
の
萬
福
寺
の

敷
地
内
で
出
火
し
た
想
定
で
文
化

財
の
搬
出
訓
練
や
消
防
隊
員
に
よ

る
救
助
救
急
・
放
水
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
萬
福
寺
は
、
府
中

六
名
家
の
一
つ
税
所
氏
の
菩
提
寺

で
す
。
県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ

る
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
が
本
尊

で
、
こ
れ
は
長
野
県
の
善
光
寺
の

秘
仏
の
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
を
模

し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「教えてくれる人がいると、楽しい」
　昔遊びで、児童と地域の高齢者が交流

　いきいき高浜小ミニサロン（代表・
秋山猛さん・会員数 14 人）は、昨年
10 月に活動を開始しました。月２回

（第１・３月曜）、高浜小学校の空き教
室を拠点に活動しています。
　普段は、児童と共に学校内の環境整
備を行っていますが、生活科の授業の
一環で 1・2 年生の児童に昔遊びを教
えました。児童らは体験したことのな
い、メンコやコマ遊びに四苦八苦しな
がら夢中に。上手くいった時は歓声が
あがったほど。
　参加したミニサロンメンバーは「地
域の子どもと知り合う、いいきっかけ
になりました。登下校中など見かけた
ら声をかけられるし、日常の見守りに
つながると思います」と話しました。
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佐
藤
信
夫
氏
と
上
野
守
氏
が
茨

城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
佐
藤
氏
は
東
之
辻
２
区
長
と
し

て
東
の
辻
水
源
に
お
け
る
環
境
美

化
に
取
り
組
み
、
浄
化
後
は
地
域

住
民
の
交
流
の
場
と
す
る
な
ど
の

自
治
活
動
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
上
野
氏
は
八
郷
土
地
改
良
区
理

事
長
と
し
て
地
元
農
業
に
お
け
る

問
題
解
決
や
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。（
写
真
左
か
ら
、上
野
氏・

大
井
川
県
知
事
・
佐
藤
氏
） 

これまでの地域づくりの実績を称え、
佐藤信夫氏と上野守氏を表彰 

２
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石
岡
市
消
防
本
部
で
は
消
防
団

幹
部
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
消
防
団
の

組
織
再
編
に
あ
た
り
、
団
員
の
意

識
改
革
の
一
環
で
行
っ
た
も
の
。 

　
今
回
の
研
修
会
に
は
茨
城
県
大

子
町
消
防
団
元
団
長
の
川
井
憲
氏

（
元
消
防
団
充
実
強
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
を
講
師
に
招
き
、
分
団
長

以
上
の
団
員
を
対
象
と
す
る
41
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

で
は
消
防
団
の
活
性
化
と
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
、
そ
し
て
消
防

団
幹
部
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識

し
ま
し
た
。 

平成 30 年度
石岡市消防団幹部研修会に 41 人参加

２
   16
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第 12 回石岡つくばねマラソン
　1,484 人が筑波路を疾走

　第 12 回石岡つくばねマラソン（石
岡市など主催）が茨城県畜産センター
を発着点として行われ、市内外から
1,484 人のランナーが参加しました。
　コースは、一般男子・女子 10 ㎞・5 ㎞、
中学生 3 ㎞、小学生 2 ㎞の 4 部門です。
10 ㎞コースの折り返し地点は旧八郷
南中学校付近。278 人が大会スタッフ
として参加し、ランナー誘導や荷物預
かりなど大会運営を支えました。
　当日は絶好の冬晴れ。ランナーの皆
さんは号砲とともに一斉に走り出し
コースを疾走。各部門で入賞した上位
のランナーには賞状のほかＪＡが生産
する地元大豆を用いた納豆などの特産
品が副賞として贈呈されました。

２ 　 
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期日前投票期間／４月 15 日月～ 20 日土 
　　　　　　　（午前８時 30 分～午後８時） 
期日前投票場所／石岡市役所・八郷総合支所・
　　　　　　　　石岡駅（観光案内所内） 
 
▶茨城県選挙管理委員会が指定する病院など
の施設に入院・入所している人は、その施設
内で不在者投票ができます。詳しくは各施設
にお問い合わせください。 
▶次の表に該当する人は自宅から郵便による
不在者投票ができます。郵便投票に必要な「郵
便等投票証明書」は、随時受け付けています
ので早めに申請の手続きをしてください（証
明書発行には約４日かかります） 。
※身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持っ
ていて、障害が複合しているため、表と障害
の程度が同等であると市長または県知事が証
明した場合は郵便等投票が可能です。詳しく
はお問い合わせください。 
※郵便による不在者投票の請求は４月 17 日

水まで。有効期間の過ぎていない「郵便等投
票証明書」を添えて早めに市選挙管理委員会
に請求してください。 

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

平成 31 年度の組織体制を見直し、4 月 1 日から

地域医療対策室を新設し、
　観光課と下水道課が本庁舎に移転します
▶医師の確保・育成といった地
域医療の課題に対応するため、
健康増進課内に新たに地域医療
対策室を設置します。 
　また市長部局における指揮系
統と部局間の連携を強化するた
め、八郷総合支所に配置してい
た観光課と下水道課を本庁舎に
移転します。

問1総務課 ℡ 23‒7282

〔改正〕
保健福祉部
┕健康増進課
　┕地域医療対策室
経済部
┕農政課（八郷総合支所）
┕商工課（本庁舎）
┕観光課（本庁舎）
┕地籍調査課（本庁舎）
都市建設部
┕都市計画課（本庁舎）
┕下水道課（本庁舎）
┕建築住宅指導課（本庁舎）
┕道路建設課（本庁舎・支所）

〔現行〕　
保健福祉部
┕健康増進課

経済部
┕農政課（八郷総合支所）
┕商工課（本庁舎）
┕観光課（八郷総合支所）
┕地籍調査課（本庁舎）
都市建設部
┕都市計画課（本庁舎）
┕下水道課（八郷総合支所）
┕建築住宅指導課（本庁舎）
┕道路建設課（本庁舎・支所）

4 月 21 日日　
　石岡市議会議員一般選挙

その一票が未来を創る「18 歳から投票できます」 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問1石岡市選挙管理委員会　℡ 23‒7282 

身体障害者
手帳

障がい名 障がいの程度

両下肢・体幹・
移動機能

1 級 2 級 3 級

○ ○

心臓・じん臓・
呼吸器・直腸・
小腸・
ぼうこう

○ ○

免疫・肝臓 ○ ○ ○

戦傷病者
手帳

障がい名 障がいの程度
特別 第 1 第 2 第 3

両下肢・体幹 ○ ○ ○
心臓・じん臓・
呼吸器・ぼう
こう・直腸・
小腸・肝臓

○ ○ ○ ○

介護保険
被保険者証 要介護状態区分５

広報いしおか４月１日号　№３２４　　１０　　　　　　　
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

部 課 名 業 務 内 容 場 所

市長公室
秘書広聴課 秘書、表彰、要望提言受付、各種相談案内、市広報紙の発行など

本庁舎

政策企画課 総合的な企画調整、男女共同参画社会の推進・統計調査の実施など
行革推進課 行財政改革の推進・公共施設等総合管理計画の管理など

総務部

総務課 選挙の執行、例規の制定改廃、情報公開、職員採用・福利厚生など
防災対策課 防災・減災対策、防災行政無線の整備・運営など
契約検査課 入札および契約に関する審査など
情報政策課 電子計算業務の管理運営、地域情報化施策の推進など

財務部

財政課 予算の調製運用、財政の調査分析、地方交付税等の管理など
管財課 本庁舎の維持管理、石岡市ふるさと応援寄付、普通財産の管理など
庁舎建設推進室 新庁舎の建設に関すること
税務課 市民税・軽自動車税・固定資産税などの課税、固定資産の評価など
収納対策課 市税の収納と滞納処分、市税の督促、公売など

生活環境部

生活環境課 ごみ減量化、狂犬病予防対策、放射線量監視・測定、空き家対策など
まちづくり協働課 市民活動支援、交通安全対策の推進、防犯対策、結婚支援など
市民課 戸籍、住民基本台帳、パスポート・マイナンバーカードの交付など
保険年金課 国民健康保険、後期高齢者医療制度、医療福祉（マル福）、国民年金など

保健福祉部

社会福祉課 民生委員、障がい者（児）支援、生活支援相談、生活保護など
高齢福祉課 高齢者の生活支援、介護予防に関すること
介護保険室 介護保険の要介護認定、介護保険料の賦課・徴収など
こども福祉課 児童手当・児童扶養手当、保育料の賦課・徴収、保育園等入退所など

経済部
観光課 観光の振興、フィルムコミッションの推進など
商工課 商工業の振興、中心市街地の活性化、労働・就職支援、企業誘致など
地籍調査課 地籍調査に関すること

都市建設部 
都市計画課 都市計画、都市計画道路整備、都市公園等の維持管理、公共交通など
下水道課 公共下水道・農業集落排水、合併浄化槽補助金に関すること
建築住宅指導課 建築、開発行為、市営住宅に関すること
道路建設課 市道・排水路等の整備および維持管理、道路台帳の整備など 本庁舎・支所

会計管理者 会計課 市税・手数料の収納、現金・有価証券等の出納保管、決算調製など
本庁舎

議会事務局 庶務議事課 市議会本会議や常任委員会の議会運営補助、請願・陳情の受付など

八郷総合支所
総務課 八郷総合支所庁舎の管理、八郷地区での地域振興・地域防災対策など

支所

市民窓口課 戸籍事務、市税等の収納、児童手当等の受付など
経済部 農政課 畜産・林業・果樹・園芸等の振興など

教育委員会

教育総務課 教育に関する各種法令事務、市立小中学校施設の維持管理など

指導室 学校教育内容の指導助言、教職員の研修・表彰、小中学校の転入学・
就学相談など

生涯学習課 生涯学習事業の推進、青少年の育成、放課後児童クラブ（学童）など
文化振興課 文化芸術の振興、文化財の保護・保存に関すること
スポーツ振興課 生涯現役スポーツの推進、施設の管理運営に関すること
国体推進室 第 74 回国民体育大会に関すること

監査委員事務局 市の事務事業に対する調査・監査・検査（公平委員会兼務）
農業委員会事務局 農地法に基づく許認可、農地税制、農業者年金など

生活環境部
水道課 八郷地区の水道用水の供給、給水施設維持管理、水道料金の徴収など 八郷水道事務所
市民会館 市民会館の管理運営、施設の貸出、自主事業など 市民会館

保健福祉部

ふれあいの里石岡ひまわりの館 施設の管理運営に関すること ひまわりの館地域包括支援センター 介護保険法に基づく総合相談支援業務など
健康増進課 健康診査、がん検診、健康相談、予防接種、妊婦・乳幼児健診など 保健センター
地域医療対策室 地域医療体制の整備に関すること 石岡保健センター

八郷総合支所
恋瀬出張所

市税等の収納、諸届けの受付、諸証明など
恋瀬出張所

園部出張所 園部出張所

教育委員会
学校給食課 学校給食に関すること 給食センター
中央公民館 公民館、地区公民館の管理・運営に関すること 中央公民館
中央図書館 図書館の管理・運営、資料の収集・整理・保存に関すること 中央図書館

石 岡 市 役 所 組 織 図  （平 成 31 年 4 月 1 日 ～）
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情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

公共施設等総合管理計画委員
▶公共施設の最適な配置を実現するために施設
　の種類ごとに個別施設計画を策定中です。
内容／公共施設等総合管理計画の進行管理
　　　個別施設計画の策定に関する事項など 
任期／７月１日から３年間
募集人数／３人程度 

行財政改革推進委員
▶第 2 次石岡市行財政改革大綱では「行政資産
　の強化と公共サービスの最適化」の実現を
　テーマにかかげ、財政・人財・協働・行政サー
　ビスをテーマに 46 の取り組みを展開中です。
内容／行財政改革大綱の進行管理
　　　行財政改革の推進に関する審議など 
任期／７月７日から３年間 
募集人数／３人程度  
------------------------------------------------
応募資格／次の条件をすべて満たす人
①平成 31 年１月１日時点で満 20 歳以上の

　市内在住者
②年 4 ～５回程度、平日昼間に開催する委員
　会に出席可能で、市の他の審議会委員などに
　委嘱されていない人（国や地方公共団体の議
　員や常勤の公務員は除く）
※学識経験者と関係機関代表など 10 人以内で
　構成される委員会です。 
委員報酬／日額 5,000 円 
申込方法／ 所定用紙に必要事項を記入の上、
　持参・郵送・ファクス・メールで申し込み。
　用紙は市役所行革推進課と支所総務課にあり
　ます。ホームページからダウンロード可。 
注意事項／書類は適切に管理し、個人情報の目
　的外利用や第三者への提供は一切しません。 
募集期限／４月 26 日金消印有効
選考方法／提出書類のほか、委員全体のバラン
　スを考慮し決定します。結果は本人あてに通
　知します。 
問1行革推進課　℡ 23-7278　℻ 22-5276
 　　 メール　gyoukaku@city.ishioka.lg.jp 

公共施設等総合管理計画委員と
　　行財政改革推進委員を公募します

このままいけば、今後 40 年間で、公共施設の維持管理に 1,181 億円⁉
これからの公共施設のあり方を検討しています
▶石岡市内には、学校、保育所、公民館、ス
ポーツ施設、市営住宅など 23 種類、186 の
公共施設があります。
　これらの施設の半分以上は、昭和 40 年代
以降の人口と市民ニーズに対応するため、建
てられたものです。現在、こうした施設は、
老朽化が進行し、大規模改修や建て替えが必
要となりつつあります。現在の施設をすべて
維持した場合、なんと 40 年間で 1,181 億円
の費用がかかるという試算がでました。
　一方、高齢化が進んだ人口減少社会におい
て、現在求められている公共施設のあり方も

変わってきています。そこで、長期的な視点
で公共施設の管理を考えるため、平成 29 年
に「石岡市公共施設等総合管理計画」を策定
し、今後 40 年間で、施設総量（延床面積）
の 20％を削減するという目標を立てました。
最適な配置を実現するために、施設ごとの個
別計画を策定に取り組んでいます。

市民の皆さんの意見を反映するため

市内の公共施設の状況について、
詳しくは二次元コードから。
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▼
お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う
「
花

　
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
実
施
し

　
ま
す
。
飲
食
、
物
販
出
店
あ
り

　
ま
す
。

日
時
／
４
月
８
日
月

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
国
分
町
商
店
会
（
浅
田
）

　
℡
２
２・２
０
８
３

▼
自
分
の
手
で
新
鮮
野
菜
を
育
て

　
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
に
は
、
宮
部
地
区
ふ
れ
あ
い

　
農
園
（
国
府
中
近
く
）
と
東
府

　
中
地
区
ふ
れ
あ
い
農
園
（
第
一

　
病
院
近
く
）
の
２
つ
の
市
民
農

　
園
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
を

　
始
め
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。 

受
付
開
始
／
４
月
１
日
月
か
ら

受
付
場
所
／ 

農
政
課
（
支
所
）

利
用
料
／
年
額
６
２
９
０
円
（
１

　
区
画
30
㎡
）

持
ち
物
／
認
め
印 

問
2
農
政
課 （
内
線
１
１
５
３
）

❶
そ
ば
打
ち
体
験

日
時
／
５
月
３
日
金

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

参
加
費
／
一
卓
２
０
０
０
円

　
（
一
卓
の
定
員
は
１
～
４
人
）

定
員
／
10
卓
（
先
着
順
）

❷
浅
間
山
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
／
５
月
４
日
土
午
前
９
時
～

　
午
後
１
時
（
雨
天
中
止
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
手
打
ち

　
そ
ば
付
き
）

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

❸
ピ
ザ
づ
く
り
体
験

日
時
／
５
月
５
日
日

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

参
加
費
／
一
人
９
０
０
円

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
４
月
30
日
火
（
❷
は

　
24
日
水
）

問
朝
日
里
山
学
校

　
℡
５
１・３
１
１
７

▼
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー
へ
の
入
会
登
録
料
の
一

　
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
４
月
１
日
以

　
降
に
入
会
登
録
す
る
人

補
助
額
／
５
０
０
０
円
（
入
会
登

　
録
料
は
３
年
間
１
万
５
０
０
円
）

必
要
書
類
／
□
い
ば
ら
き
出
会
い

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登
録
補
助

　
金
交
付
申
請
書
□
同
意
書
□
独

　
身
証
明
書
（
本
籍
が
あ
る
自
治

　
体
で
発
行
）
□
認
め
印

注
意
事
項
／
必
ず
入
会
前
に
申
請

の
こ
と

受
付
窓
口
／
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
本
庁
）

---------------------------------

い
ば
ら
き
出
会
い

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
？

▼
茨
城
県
が
支
援
す
る
組
織
で
結

　
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
に
出

　
会
い
の
場
の
提
供
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。会
員
数
は
約
２
５
０
０

　
人
、
こ
れ
ま
で
に
１
８
０
０
組

　
以
上
の
成
婚
率
を
誇
り
ま
す
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

℡
２
３・７
３
０
４

▼
両
親
の
相
談
も
可
で
す
。

日
時
／
４
月
21
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

持
ち
物
／
身
上
書
・
写
真
（
Ｌ
判

　
１
枚
）

後
援
／
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県

　
南
地
域
活
動
協
議
会
・（
一
社
）

　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー

問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地

　
域
支
部
（
大
内
）

　
℡
２
３・３
８
２
９

５
月
の
大
型
連
休
は

朝
日
里
山
学
校
へ

イベント

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

あ
な
た
の
出
会
い
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

おしらせ

市
民
農
園
を
利
用

　
し
て
み
ま
せ
ん
か

募　集

平成 30 年度「オアシス運動」
作文・標語コンクール標語の部

　声を掛け合う、明るい地域づくりの
ため、オアシス運動を展開しています。
その一環として、毎年オアシス作文・
標語を小中学校、高等学校、一般の皆
さんから募集しています。平成 30 年
度は計 2,464 人の応募がありました。
　今回は標語の部の最優秀賞と優秀賞
の作品を紹介します。 なお優良賞作
品は、随時紹介します。 

〈最優秀賞〉 
おはようは ぼくらの町の 愛言葉 

木村 りさ子さん（国府中） 
 〈優秀賞〉 

「笑顔」のあいさつ 街いっぱいにハナ
ヒラケ！ 
　　　　　井上 隆太さん（石岡小） 
あいさつは 心のバリア とかす魔法 　
　　　　　成田 拓海さん（東小） 
オアシスのそのひとことで救える笑顔 

奥村 あかりさん（園部中） 
問2生涯学習課（内線 1365） 

国
分
町
商
店
会

花
ま
つ
り
び
っ
く
り
市

イベント

予
約
不
要

無
料
結
婚
相
談
会

おしらせ

▲里山学校の校庭の藤棚は昭
和 23 年に小桜第二小学校と
して校舎が新築された時に、
中山地区の人々が山に自生し
ていた藤を記念樹として移植
したものです。

　　　　　　　１３　　広報いしおか４月１日号　№３２４



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

▼
空
家
バ
ン
ク
は
空
家
を
売
り
た

　
い
・
貸
し
た
い
と
考
え
る
所
有

　
者
と
買
い
た
い
・
借
り
た
い
と

　
考
え
る
利
用
希
望
者
の
橋
渡
し

　
を
す
る
制
度
で
す
。 

　
地
域
の
活
性
化
と
定
住
促
進
の

　
た
め
物
件
の
登
録
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。
使
用
予
定
の
な
い
空

　
家
の
家
主
さ
ん
の
ご
相
談
も
お

　
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
親
戚
や
お
知
り
合
い
な
ど
空
家

　
を
所
有
し
て
い
る
人
に
当
制
度

　
活
用
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
（
空

　
家
の
状
況
に
よ
っ
て
登
録
で
き

　
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

問
1
建
築
住
宅
指
導
課 

　
℡
２
３・５
５
２
６

▼
自
治
会
等
で
設
置
・
交
換
す
る

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
各
地
区
７
灯

　
ま
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

補
助
額
／
設
置
費
の
２
分
の
１
以

　
内
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
）

補
助
上
限
／

①
既
存
の
電
柱
類
に
新
設
…

　
１
万
５
０
０
０
円 

②
従
来
型
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取

　
り
替
え
…
１
万
円 　

③
既
存
の
柱
と
従
来
型
防
犯
灯
を

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え
…
２
万
円 

④
新
た
に
柱
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を

　
新
設
…
３
万
円 

必
要
書
類
／
□
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設

　
置
補
助
金
交
付
申
請
書
□
位
置

　
図
（
電
柱
番
号
記
入
）
□
施
工

　
業
者
の
見
積
書 （
コ
ピ
ー
不
可
。

　
申
請
時
に
有
効
期
限
内
の
も
の
） 

□
代
表
者
の
認
め
印
（
自
治
会
の

　
印
鑑
は
不
可
） 

注
意
事
項
／
必
ず
工
事
前
に
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
後
は
申

　
請
で
き
ま
せ
ん
。 

受
付
窓
口
／
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
本
庁
） ・
総
務
課
（
支
所
） 

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

　
℡
２
３・７
３
０
４ 

 

▼
自
治
会
等
が
地
域
活
動
の
拠
点

　
と
な
る
集
会
施
設
を
借
り
上
げ

　
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

補
助
額
／
集
会
施
設
の
借
り
上
げ

　
費
用
の
２
分
の
１ （
１
０
０
０

　
円
未
満
切
捨
） 

補
助
上
限
／
月
額
２
万
５
０
０
０
円

受
付
開
始
／
６
月
３
日
月

必
要
書
類
／
□
自
治
会
等
集
会
施

　
設
運
営
補
助
金
交
付
申
請
書

□
規
約
□
役
員
等
名
簿
□
平
成
31

　
年
度
収
支
予
算
書
□
借
り
上
げ

　
す
る
建
築
物
の
写
真
と
位
置
図 

□
集
会
施
設
の
賃
貸
借
契
約
書
の

　
写
し
□
総
会
で
の
承
認
を
得
た

　
確
認
書
類
□
代
表
者
の
認
め
印

　
（
自
治
会
の
印
鑑
は
不
可
） 

申
請
条
件
／
①
区
域
内
に
公
民
館

　
類
似
施
設
建
設
補
助
金
を
受
け

　

て
い
る
施
設
が
な
い
こ
と 　

②
自
己
の
居
住
を
当
初
の
目
的
と

　
し
た
専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と 

受
付
窓
口
／
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
本
庁
）

※
申
請
を
検
討
中
の
地
域
は
事
前

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

　
℡
２
３・７
３
０
４ 

対
象
／
市
内
在
住
で
６
歳
未
満
の

　
乳
幼
児
の
親
権
を
有
し
て
い
る
、

　
も
し
く
は
妊
娠
中
で
母
子
健
康

　
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、

　
そ
の
配
偶
者 

補
助
上
限
／
購
入
価
格
（
税
込
）

　
の
２
分
の
１
で
１
台
５
０
０
０
円

必
要
書
類
／
□
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
購
入
補
助
金
交
付
申
請
書
兼

　
実
績
報
告
書
□
購
入
者
氏
名
・

　
金
額
・
品
名
が
明
記
さ
れ
た
領

　
収
書
（
コ
ピ
ー
可
） 

□
品
質
保

　
証
書
□
認
め
印
□
振
込
先
口
座

　
番
号
が
わ
か
る
も
の
□
母
子
健

　
康
手
帳
（
出
産
前
に
申
請
の
場
合
） 

※
通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合
は
□
納

　
品
書
（
購
入
明
細
書
） 

、
カ
ー

　
ド
払
い
は
□
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
ド
口
座
引
落
明
細
書
□
代
金
引

　
換
は
代
金
引
換
領
収
書 

注
意
事
項
／
乳
幼
児
一
人
ま
た
は

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
１
冊
に

　

つ
き
１
台
１
回
限
り 

。
個
人

　
売
買
は
対
象
外
で
す
。

受
付
窓
口
／
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
（
本
庁
） ・
総
務
課 （
支
所
）

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
℡
２
３・７
３
０
４

空
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？ 

お知らせ

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　

  　
設
置
に
補
助

お知らせ

集
会
施
設
の

　
借
り
上
げ
に
補
助

お知らせ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
補
助

お知らせ
※
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に

　
購
入
し
た
も
の
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▼
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
や
、
そ

　
の
家
族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　
等
の
減
免
申
請
の
受
付
を
行
い

　
ま
す
。 

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

　
て
い
る
人
や
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
利
用
料
金
の
助
成
を
受
け
て
い

　
る
人
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

変
更
点
／
今
年
度
か
ら
障
害
者
手

　
帳
等
を
お
持
ち
の
方
と
車
両
名

　
義
人
や
運
転
者
が
異
な
る
場
合

　
に
は「
生
計
同
一
関
係
申
立
書
」

　
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
申
立

　
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。 

受
付
期
間 

／
４
月
１
日
月

　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
31
日
金

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
減
免
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。 

対
象
車
／
①
４
月
１
日
時
点
で
障

　
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が

　
所
有
す
る
軽
自
動
車

※
障
害
区
分
や
車
両
の
所
有
状
況

　
で
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
る
車
両
は
手
帳
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
１
人
に
つ
き
１
台

　
の
み
で
す
。 

②
身
体
障
害
者
専
用
の
構
造
の
車

　
両
（
車
い
す
移
動
車
等
） 

③
県
の
認
可
を
受
け
た
社
会
福
祉

　
法
人
等
が
所
有
し
、
公
益
の
た

　
め
に
直
接
専
用
す
る
車
両 

必
要
書
類
／〔
左
記
①
②
に
該
当
〕

□
減
免
申
請
書
□
認
め
印
□
納
税

　
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
等
の
マ

　
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
（
法
人

　
の
場
合
は
法
人
番
号
が
分
か
る

　
も
の
）
□
申
請
車
両
の
平
成
31

　
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

　
（
届
い
て
い
る
場
合
）
□
運
転
免

　
許
証
□
車
検
証
ま
た
は
標
識
交

　
付
証
明
書
の
写
し

〔
①
に
該
当
〕
□
障
害
者
手
帳
等

〔
②
に
該
当
〕
□
車
両
の
構
造
が

　
分
か
る
写
真

〔
③
に
該
当
〕
□
減
免
申
請
書 

　
□
法
人
印
鑑
□
法
人
番
号
が
分

　
か
る
も
の
□
申
請
車
両
の
平
成

　
31
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

　
書
（
届
い
て
い
る
場
合
）
□
車

　
検
証
の
写
し
□
県
の
指
定
通
知

　
書
等
の
写
し 

申
請
窓
口
／
税
務
課 

（
本
庁
）・

　
市
民
窓
口
課
（
支
所
） 

※
減
免
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま

　
す
。
昨
年
度
に
減
免
を
受
け
た

　
人
に
は
４
月
１
日
以
降
に
案
内

　
を
送
付
し
ま
す
。

問
1
税
務
課　

　
℡
２
３・５
５
８
４

▼
平
成
31
年
度
前
期
試
験
で
す
。

　
す
べ
て
の
日
程
で
試
験
の
種
類

　
は
甲
・
乙
・
丙
種
で
す
。

Ａ
日
程
／
６
月
８
日
土
（
茨
城
工

　
業
高
等
専
門
学
校 

・
土
浦
工
業

　
高
等
学
校 

・
鹿
島
高
等
学
校
）

受
付
締
切
／
４
月
22
日
月
（
電
子

　
申
請
は
４
月
19
日
金
）

Ｂ
日
程
／
６
月
22
日
土
（
茨
城
大

　
学
工
学
部・下
館
工
業
高
等
学
校
）

受
付
締
切
／
５
月
20
日
月
（
電
子

　
申
請
は
５
月
17
日
金
）

Ｃ
日
程
／
７
月
14
日
日（
茨
城
大
学
） 

受
付
締
切
／
６
月
10
日
月
（
電
子

　
申
請
は
６
月
７
日
金
）

申
込
方
法
／
郵
送
か
電
子
申
請
で

　
申
し
込
み
。 

申
込
用
紙
等
は

　
消
防
本
部
・
消
防
署
・
分
署
・

　
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。　

 

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー 

　
℡
０
２
９・３
０
１・１
１
５
０ 

試
験
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
は

（
公
社
）
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会 

℡
０
２
９・３
０
１・７
８
７
８ 

対
象
／
１
９
８
６
年
４
月
２
日
以

　
降
生
ま
れ

４
年
制
大
学
卒
業
ま
た
は
来
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
区
分
（
人
員
）
／
男
性
Ａ

（
97
人
程
度
）
女
性
Ａ
（
13
人
程
度
）

Ａ
に
該
当
し
な
い
人
（
来
年
３
月
31

日
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
は
除
く
）

試
験
区
分
（
人
員
）
／
男
性
Ｂ

（
23
人
程
度
）
女
性
Ｂ
（
２
人
程
度
）

受
付
期
限
／
４
月
12
日
金
午
後
５
時

※
今
年
度
か
ら
申
込
は
原
則
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
身
体
基
準
の

　
う
ち
身
長
と
体
重
が
撤
廃
さ
れ

　
ま
し
た
。

問
石
岡
警
察
署

　
℡
２
８・０
１
１
０

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

平
成
31
年
度

軽
自
動
車
減
免
申
請

お知らせ

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

お知らせ

５
月
12
日
日

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

募　集
〔
お
詫
び
と
訂
正
〕
３
月
15
日
号

12
ペ
ー
ジ
の
４
月
の
納
税
で
、
国

民
健
康
保
険
税 

第
１
期
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
介
護
保

険
料 

第
１
期
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　　　　　　　１５　　広報いしおか４月１日号　№３２４
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▼
安
否
確
認
を
兼
ね
て
昼
食
時
に

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象

　
に
お
弁
当
を
配
達
す
る
業
者
を

　
募
集
し
ま
す
。

食
事
内
容
／
一
般
食・特
別
食（
刻

　
み
、
糖
尿
食
、
カ
ロ
リ
ー
制
限

　
減
塩
食
、
軟
食
）

配
達
地
区
／
市
内
全
域
（
八
郷
地

　
区
の
事
業
者
を
重
点
に
募
集
し

　
ま
す
）

問
1
高
齢
福
祉
課 

　
℡
２
３・７
３
２
６ 

 

▼
保
健
医
療
・
福
祉
関
係
専
門
学

　
校
な
ど
に
就
学
し
た
人
に
奨
学

　
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
を
受
け
る
た
め
に
は
条

　
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

募
集
人
数
／
２
人 

募
集
期
間
／
４
月
１
日
月

　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
日
金

奨
学
金
／
月
３
万
６
０
０
０
円

問
1
高
齢
福
祉
課 

　
℡
２
３・７
３
２
６ 

 

▼
４
月
か
ら
出
産
予
定
日
ま
た
は

　
出
産
し
た
月
の
前
月
か
ら
４
か

　
月
間
（
以
下
、産
前
産
後
期
間
）

　
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

　
れ
ま
す
。

　
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

　
定
日
ま
た
は
出
産
し
た
月
の
３

　
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民

　
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま

　
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か

　
月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

　
（
死
産
・
流
産
・
早
産
し
た
人

　
を
含
む
）。 

対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

　
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

　
１
日
以
降
の
人

申
請
期
間 

／
出
産
予
定
日
の
６
か

　
月
前
か
ら

※
手
続
き
に
は
必
要
書
類
や
条
件

　
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
日
本
年
金
機
構 

土
浦
年
金
事

　
務
所　

　
℡
０
２
９・８
２
５・１
１
７
０ 

　
1
保
険
年
金
課　
　

　
　
℡
２
３・７
３
１
８

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

要
予
約

　
も
の
忘
れ
（
認
知
症
）
相
談
会

▼
市
内
精
神
科
医
療
機
関
の
精
神

　
保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談
会
で

　
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
４
月
10
日
水・５
月
８
日
水・

　
22
日
水
午
後
１
時
30
分
～
４
時  

場
所
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
ま
た
は
訪
問
に
よ
る
相
談
）

事
前
申
込
不
要

４
月
16
日
火
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
結ゆ

い

▼
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ

　
と
で
悩
み
ご
と
な
ど
共
有
し
て

　
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
カ
フ
ェ
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

　
ま
す
。
今
回
は
本
の
読
み
語
り

　
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
懐
か

　
し
の
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
４
月
16
日
火

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

場
所
／
里
山
カ
フ
ェ
ゆ
い
て
ら
す

（
支
所
）

問
石
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 　
℡
３
５・１
１
２
７

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

地
域
包
括
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー
か
ら

お知らせ

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

弁
当
を
配
達
す
る
事
業
者

募　集

福
祉
を
学
ぶ
学
生
に

　
　
　
　
　
奨
学
金

募　集

▶認知症の初期のサインを見逃
さず、適切な対応を行うことが
大切です。
　認知症かもと不安になったら
身近な人の状態と自分の状態を
チェックできるウェブサイトが
あります。 詳しくは二次元コー
ドから。

不安なことがあっ
たら地域包括支援
センターにご相談
ください。

スマホで
　　ラクラクチェック！

人の名前が出てこなくなってきた…
漢字を書けなくなった…

４
月
か
ら

産
前
産
後
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除
へ

お知らせ

▲ 2 月に行われたオレンジカフェ結の読み語り
石岡市認知症簡易チェックサイト

検索⬅

広報いしおか４月１日号　№３２４　　１６　　　　　　　
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▼
総
合
健
診
等
の
日
程
が
決
ま
り

　
ま
し
た
。
詳
し
く
は
本
号
折
り

　
込
み
の
石
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
年
間
予
定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
４・１
３
８
６

　
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
４
３・６
６
５
５

▼
４
月
１
日
の
診
療
分
か
ら
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所

　
持
者
が
重
度
心
身
障
害
者
マ
ル

　
福
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
重
度
心
身
障
害
者
マ
ル
福
の
場

　
合
は
、
医
療
機
関
な
ど
を
受
診

　
し
た
際
の
窓
口
負
担
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
な
お
65
歳
以
上
の
人
は

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
マ
ル

　
福
の
助
成
を
受
け
る
に
は
医
療

　
福
祉
費
受
給
者
証
の
交
付
申
請

　
が
必
要
で
す
。
所
得
の
制
限
が

　
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

マ
ル
福
制
度
と
は
？

（
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
）

　
医
療
機
関
受
診
料
の
自
己
負
担

　
分
を
公
費
で
助
成
す
る
茨
城
県

　
の
制
度
で
す
。

交
付
申
請
／
４
月
１
日
月
か
ら 

必
要
な
も
の
／
健
康
保
険
証
・
個

　
人
番
号
が
分
か
る
も
の（
本
人・

　
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
）、
本

　
人
確
認
で
き
る
も
の
、
精
神
障

　
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
認
め
印 

問
1
保
険
年
金
課　
　

　
℡
２
３・７
３
１
８

▼
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
は

　
外
来
や
入
院
な
ど
に
よ
る
病
院

　
へ
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

　
額
を
超
え
た
場
合
、
世
帯
主
に

　
通
知
を
送
付
し
、
高
額
療
養
費

　
の
支
給
申
請
手
続
き
を
し
て
も

　
ら
っ
た
上
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
70
歳
～
74
歳
の
国
保

　
加
入
者
の
み
の
世
帯
で
あ
れ
ば

　
２
回
目
以
降
は
申
請
す
る
こ
と

　
な
く
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

　
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

注
意
事
項
／
70
歳
未
満
の
国
保
加

　
入
者
が
い
る
場
合
や
国
保
税
に

　
滞
納
が
あ
る
場
合
な
ど
は
対
象

　
に
な
り
ま
せ
ん
。
70
歳
未
満
の

　
人
が
加
入
し
た
ら
、
再
度
申
請

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
1
保
険
年
金
課

　
℡
２
３・７
３
１
８

11
月
４
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

優
勝
／
中
野
・
石
井
組 

10
月
７
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

第
52
回
石
岡
地
方
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会 

男
子
個
人
優
勝
／
浜
田
・
大
崎
組

（
友
部
二
中
） 

女
子
個
人
優
勝
／
橋
本
・
神
部
組

（
旭
中
） 

12
月
27
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場 

12
月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム 

１
月
８
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場 

１
月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム 

日
時
／
５
月
24
日
金
午
前
７
時
～

場
所
／
サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

　
（
嘉
良
寿
理
１
３
９
） 

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
者
（
ア

　
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
）

定
員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
） 

競
技
方
法
／
18
ホ
ー
ル・ス
ト
ロ
ー

　
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ
ア
方
式
・

　
ダ
ブ
ル
パ
ー
ま
で
採
用
、
ハ
ン

　
デ
ィ
０
～
40
） 

参
加
費
／
３
０
０
０
円（
賞
品
代・

　
パ
ー
テ
ィ
ー
費
） 

※
申
し
込
み
後
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

　
加
費
の
返
金
不
可
。

プ
レ
イ
費
／
（
セ
ル
フ
・
税
込
） 

　
８
５
０
０
円　
（
キ
ャ
デ
ィ
ー

　
付
・
税
込
） 

１
万
１
５
０
０
円 

申
込
方
法
／
４
月
９
日
火
～
５
月

　
10
日
金
に
参
加
費
を
添
え
て
石

　
岡
運
動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動

　
公
園
に
申
し
込
み
。 

問
石
岡
運
動
公
園

　
℡
２
６・７
２
１
０

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

第
13
回
石
岡
市
民

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

募　集   

石
岡
市
体
育
協
会

　
　
　

  

大
会
結
果

結　果

４
月
か
ら 
国
保
高
額

療
養
費
の
申
請
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
ま
す

お知らせ

４
月
か
ら

重
度
心
身
障
害
者

　
マ
ル
福
対
象
が
拡
大

お知らせ
総
合
健
診
等
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

お知らせ

　　　　　　　１７　　広報いしおか４月１日号　№３２４

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕
３
月
15
日

号
13
ペ
ー
ジ
の
区
長
会
報
ひ
び

き
で
「
第
11
回
石
岡
つ
く
ば
ね

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
コ
ー
ス
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
と
あ
り
ま
す

が
正
し
く
は
第
12
回
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



情報ネットワーク
問健診受診券・ドックの申請について　1保険年金課℡ 23–7318、℡ 23–5557
問総合・地区健診について　石岡保健センター℡ 24-1386・八郷保健センター℡ 43–6655

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

健康診査（70 歳以上無料）・人間ドック受診のご案内
　　助成期間は５月１日水～ 2020 年１月 31 日金まで

国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者に受診料助成。健診受診券は４月下旬に発送予定。

あなたに合った健診を、フローチャートでみつけよう！
国保と後期高齢者医療制度の加入者は、保健センターで行う総合健診
や各地区公民館などで行う地区健診、医療機関健診、人間ドックのい
ずれか１つを受診した時に助成があります。

予約せず基本的な
項目だけを受けら
れる会場がいい

定期的に、かかりつ
け医を受診している

今年は費用をかけ色
んな検査を受けたい

医療機関健診
特定健診実施医療
機関（県内）で受
け ら れ る 健 診 で
す。事前に医療機
関に予約が必要。

地区健診（予約不
要）市内施設で行
う集団健診。大腸・
肝炎ウィルス検診
のみ要予約。

人間ドック（要予
約）受診日以前に
市役所に申請する
と補助が受けられ
ます。

総合健診（要予約）
保健センターで行
う集団健診。希望
で各種がん検診受
診可。

かかりつけ医からの
情報提供（国保のみ）
生活習慣病で受診し
ている人は健診結果
を利用できる場合が
あります。健診受診
券を持参し病院に相
談してください。

い
い
え

スタート！健診を受
けようと思っている

生活習慣病でかかりつけ
医に診てもらっている

     年に一度は健康診査を
受けましょう！

定期的に病院に通院中

医療機関 種別 自己負担額 医療機関 種別 自己負担額
石岡市医師会病院　℡ 23-4113 ① 19,140 円

筑波記念病院
　℡ 029–864–3588
※後期高齢者は①のみ

① 19,960 円
石岡第一病院　　　℡ 22-5151 ① 23,200 円 ② 43,720 円

山王台病院　　　　℡ 26-3130
① 20,500 円 ③ 34,400 円
② 47,500 円 ④ 30,200 円
④ 13,740 円 霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター

　　　　　　　　　℡ 029–887–4563
① 21,040 円

土浦協同病院　　　℡ 029-846-3731
① 21,040 円 ② 43,720 円
③ 43,040 円 ③ 29,000 円
④ 14,000 円 東関東クリニック　　℡ 029–221–1200 ① 21,040 円

筑波メディカルセンター
　　　　　　　　　℡ 029-856-3500

① 21,256 円 いばらき健康管理センター
　　　　　　　　　 ℡ 029–243–6220 ① 21,040 円② 47,176 円

③ 29,000 円

水戸中央病院　　　℡ 029–309–8521

① 21,040 円
茨城県メディカルセンター
※ 30~39 歳は 21,040 円
　　　　　　　　　℡ 029-243-1111

① 21,256 円
③ 18,200 円

④ 19,400 円

石岡循環器科脳神経外科病院
　℡ 58–5211 ④ 12,920 円

水戸済生会総合病院（国保のみ）
　　　　　　　　　℡ 029–254–9044

① 21,040 円

神立病院　　　　
　℡ 029-896-6123

① 18,880 円 ③ 34,400 円③ 25,760 円
④ 19,400 円 筑波大学附属病院

　　　　　　　　　℡ 029–853–4205
① 34,000 円

牛久愛和総合病院   
　℡ 029–873–4334

① 18,880 円 ③ 72,200 円

② 48,580 円 日立製作所　土浦診療健診センタ
　　　　　　　　　℡ 029–831–5890 ① 19,960 円

③ 23,600 円
④ 14,000 円

※市税や国保税・後期高齢者医療保険料を完納している
ことが、助成の条件です。基本検査項目以外は別料金。
消費税増税後は、金額が異なる場合があります。

人間ドック・脳ドック助成（30 歳から受けられます）

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）

広報いしおか４月１日号　№３２４　　１８　　　　　　　

▶医療機関に予約後、❶国民健康保険被保険者証
または後期高齢者医療被保険者証❷予約票❸特定
健康診査受診券または健康診査受診券❹認め印を
市役所に持参してください。４月以降、職場など

で健康診査を受診した人はご連絡ください。

〔種別①日帰り人間ドック② 1 泊人間ドック③脳
ドック（健診あり）④脳ドック（健診なし）〕

はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡はい

➡いいえ➡いいえ
➡いいえ
➡いいえ



問 石岡保健センター℡ 24-1386　八郷保健センター℡ 43–6655

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

対
象
／
生
後
６
週
～
32
週
の
乳
児

助
成
額
／
１
回
５
０
０
０
円
（
２
回

　
ま
で
）

流
行
性
耳
下
腺
炎（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）

対
象
／
満
１
歳
～
就
学
前
の
幼
児

助
成
額
／
３
０
０
０
円（
１
回
の
み
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌

▼
定
期
接
種
対
象
者
に
は
、
必
要

　
書
類
を
４
月
下
旬
に
発
送
す
る

　
予
定
で
す
。

定
期
接
種
対
象
／
①
平
成
31
年
度

　
中
に
65
歳・70
歳・75
歳・80
歳・

　
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０

　
歳
以
上
で
過
去
に
23
価
肺
炎
球

　
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
（
自
費

　
接
種
含
む
）
の
な
い
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や

　
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
等

　
に
重
い
病
気
の
あ
る
人
（
身
体

　
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
）
で

　
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　
ン
の
接
種
歴
の
な
い
人

任
意
接
種
対
象
（
希
望
者
は
保
健

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
が
必
要
）
／

　
65
歳
以
上
の
定
期
接
種
対
象
者

　
以
外
で
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
（
自
費
接
種

　
含
む
）
の
な
い
人

助
成
額
／
４
０
０
０
円　
（
１
回
の
み
）

※
任
意
接
種
は
、
石
岡
市
医
師
会

　
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
以

　
外
で
接
種
し
た
場
合
は
、
支
払

　
い
後
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
助
成

　
額
（
４
０
０
０
円
）
の
償
還
払

　
い
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
接

　
種
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

予
防
接
種
の

費
用
の
一
部
を
助
成

お知らせ

風しんとは―主な症状は発熱と発しんで、飛
　沫感染により感染します。妊娠中の女性が風
　しんに感染すると、子どもに目や耳などの障
　害を含む先天性風しん症候群が生じる可能性
　があります。現在、風しんが流行しているた
　め、緊急で 4 月から「風しんに関する追加的
　対策」を実施します。
対象：昭和 37 年 4 月 2 日から
　　　昭和 54 年 4 月 1 日生まれの男性
内容：今年度「抗体検査・予防接種クーポン
券」が郵送されるのは上記の対象のうち、昭
和 47 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日生まれ
の男性です。クーポン券郵送の対象外の人も保
健センターで手続き後、抗体検査が受けられま

す。費用無料。抗体検査の結果、抗体値が規定
値以下の場合に限り、麻しん風しん混合ワクチ
ンの予防接種の対象です（抗体検査の前に予防
接種を受けた場合は、任意接種となり自己負担
になってしまいます）。
-----------------------------------------------------
成人風しん等予防接種の助成　
▶今回の追加的対策の対象男性以外も、石岡市
　では助成が受けられます。
　  詳しくは保健センターにお問い合わせください。
対象：妊娠を予定または希望している女性と配
　　　偶者・妊娠している女性の配偶者
助成額：風しんワクチン………………3,000 円
　　　　麻しん風しん混合ワクチン…5,000 円

風しんの追加的対策が始まります
対象者へのクーポン券送付時期は４月中の予定です。
詳しくは、厚生労働省ホームページ「風しんの追加的対策」をご確認ください。

こころといのちの
電話相談

（相談番号℡ 43-6655）
▶専門の相談員が、あ
なたのこころの悩みを
うかがいます。
毎月第 2 火曜日　
午前 9 時～正午
午後 1 時～ 4 時

　食生活改善推進員（ヘルスメイト）は「私
たちの健康は私たちの手で」をスローガン
に、地域で調理講習会などを開催している
全国的なボランティア団体で、石岡市では
133 人の推進員が活動しています。
　2 月 8 日、石岡市八郷支部の食生活改善
推進員が考えた、生活習慣病予防のための
適塩料理を紹介する、予防食講習会（試食
付）を開催し、24 人が参加しました。
--------------------------------------------
試食の一部は以下の通りです。
ソースをかけずに食べる「サバ缶コロッケ」
梅干しの塩分だけで味つけした「きのこの
梅和え」
100 キロカロリー以下のおやつ「さつま芋
とりんごのきんとん」・「ほうれん草ビス
ケット」
昆布とかつお節でだしをとった「味噌汁」

食改（しょっかい）さんが考えた
適塩レシピの試食会を開催しました

　　　　　　　１９　　広報いしおか４月１日号　№３２４



 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

Ａ
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
（
対

　
象
65
歳
以
上
・
定
員
30
人
）

内
容
／
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

　
ム
予
防
、
転
倒
予
防 

Ｂ
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー （
対
象
65
歳
以

　
上
・
定
員
50
人
）

内
容
／
認
知
症
予
防
・
脳
ト
レ
・

　
転
倒
予
防

Ｃ
特
定
保
健
指
導 

（
対
象
40
歳
以

　
上
・
定
員
50
人
）

内
容
／
特
定
保
健
指
導・ス
ト
レ
ッ

　
チ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

Ｄ
健
康
応
援
プ
ラ
ン （
対
象
64
歳

　
以
下
・
定
員
20
人
）

内
容
／
保
健
指
導
・
健
康
づ
く
り
・

　
ヨ
ガ

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

Ｅ
何
歳
に
な
っ
て
も
で
き
る
体
操

（
対
象
40
歳
以
上
・
定
員
30
人
） 

内
容
／
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

　
ム
予
防
・ 

転
倒
予
防

Ｆ
体
力
ア
ッ
プ
（
対
象
40
歳
以
上

　
・
定
員
30
人
）

内
容
／
メ
タ
ボ
予
防

---------------------------------

申
込
方
法
／
４
月
３
日
水
～
９
日
火

　
に
会
場
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
に

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
各
コ
ー
ス
抽
選
。
体
操
教
室
の

　
日
程
は
当
選
者
に
後
日
郵
送
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
４・１
３
８
６

　
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
４
３・６
６
５
５

日
時
／
５
月
９
・
16
・
23
・
30
日
、

　
６
月
13
・
20
・
27
日
、
７
月
４
・

　
11
・
18
・
25
日
、
８
月
１・８
・

　
22
・
29
日
（
木
・
全
15
回
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　
心
疾
患
が
な
く
医
師
か
ら
運
動

　
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動

　
器
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た

　
軽
度
な
運
動
指
導

講
師
／
所
圭
吾
氏

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
ら

　
抽
選
）

申
込
方
法
／
４
月
３
日
水
～
９
日

　
火
に
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
２
２・２
４
１
１

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

月
２
回
の
年
間
コ
ー
ス

健
康
体
操
教
室

募　集

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料）

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

歴
史
カ
フ
ェ（
参
加
自
由
）

▼
石
岡
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に

　
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
舟
塚

　
山
古
墳
と
高
浜
の
歴
史
に

　
つ
い
て
で
す
。

日
時
／
４
月
22
日
月

　
午
後
２
時
か
ら

案
内
人
／
矢
口 

輝
行
氏（
ま

　
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

●
ま
ち
か
ど
音
楽
祭

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
・
ド

　
ラ
ム
・
ベ
ー
ス
・
ボ
ー
カ

　
ル
に
よ
る
音
楽
を
お
楽
し　

　
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
27
日
土

　
午
後
２
時
か
ら

出
演
／
石
岡
Ｎ
Ｊ
Ｃ

曲
目
／
A
列
車
で
行
こ
う
、

　
フ
ラ
イ 

ミ
ー 
ト
ゥ 
ザ

　
ム
ー
ン
、
オ
ー
ル 
オ
ブ 

　
ミ
ー

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

日
に
ち
／
３
月
30
日
土

～
４
月
12
日
金

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

サ
ン
ド
市

今
月
は
20
日
土
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
／
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

　
タ
ー・中
心
街
の
店
先
で
、

　
手
作
り
品
、
園
芸
品
、
新

　
鮮
野
菜
な
ど
が
並
び
ま
す

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参

　
加
者
募
集
中
で
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

仲
間
と

ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学

　
び
あ
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊

　
び
ま
す
。初
心
者
大
歓
迎
。

日
時
／
４
月
８
・
22
日
月

　
①
午
前
10
時
～
正
午

　
②
午
後
１
時
～
３
時

　
③
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

４
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
体
の
健
康
相
談

（
不
定
期
開
催
）

時
間
／
午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時

▼
い
つ
で
も
血
圧
が
測
れ
る

　
よ
う
に
、
血
圧
計
を
用
意

　
し
て
い
ま
す
。

◆
ち
り
め
ん
小
物　

日
に
ち
／

　
４
月
６
・
20
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

今
月
は
３
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
午
前
10
時
か
ら

▼
出
店
自
由
！
参
加
者
募
集

　
中
で
す
。

問
℡
２
７・５
１
７
１

開
館
時
間
／

　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

※
木
曜
休
館
。

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室

募　集

広報いしおか４月１日号　№３２４　　２０　　　　　　　



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

シリーズ 47　テーマ「子育て環境について」
団体／私立幼稚園連絡会 （代表保護者）

保護者目線で、こ
れからの子育てや
幼稚教育の環境に
ついて活発に意見
交換をしました。

とき／１月 24 日　参加者／ 10 人
参加者から出た意見
●午後５時に防災無線から流れる音楽を「市民の
　歌」にしてはどうか。 
●閉店したイオン石岡店改築の際に、市から子ど
　もが屋内で遊べるような遊戯施設設置を要望し
　てほしい。 
●幼稚園児や小学生向けに石岡市の由来などの歴
　史教育をしてはどうか。 
●「読書通帳（読書履歴を記入する銀行の通帳の
　ようなもの）」を石岡市でも導入してほしい。
●市内の公園遊具はどこも同じで、つまらないの
　で公園ごとに特色ある遊具を設置してほしい。 

シリーズ 48　テーマ「地域で助け合うまちづくり」
団体／城南地区ささえ合いネットワーク会議 

平 成 30 年 6 月
に組織を立ち上
げ、地区内の高
齢者に関する各
種の課題につい
て話し合い、住
民同士の支え合

い活動を展開中です。 
とき／ 1 月 25 日　参加者／９人
参加者から出た意見
●一人暮らしの方は「買い物が不自由である」
　「ゴミ出しが大変である」などの日常の生活
　での手助けを必要としている。 
●市の緊急通報システム（急病等の理由により
　援助を必要とする場合に、利用者自ら家庭用
　端末機のボタンを押して通報できるシステム）
　の利便性の向上に努めてほしい。 
●現在運行している乗合いタクシーは、使い勝
　手が悪いので、予約方法や運行区域の見直し
　をしてほしい。 

市長と話そう！タウンミーティング
　タウンミーティングとは、市長自らが地域や
団体の皆さんのもとに出向き、より良いまちづ
くりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
問秘書広聴課　℡ 23-7274

　　　　　　　２１　　広報いしおか４月１日号　№３２４

３
月
７
日
（
木
）

風
土
記
の
丘
に
咲
く
桜

　
わ
が
家
の
桜
は
多
少
変
わ
っ
て

い
て
、
１
本
が
11
月
に
早
咲
き

し
、
も
う
１
本
は
５
月
半
ば
に
咲

き
ま
す
。
そ
の
２
本
は
入
り
口
の

両
側
に
あ
り
、
さ
ら
に
道
路
を
挟

ん
だ
正
面
の
傾
斜
地
に
は
山
桜
が

あ
り
、
３
本
そ
れ
ぞ
れ
に
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
愛
着
あ
る
桜
た
ち
で
す
が
、
早

咲
き
が
シ
キ
ザ
ク
ラ
で
、
５
月
に

咲
く
の
が
シ
ロ
タ
エ
、
そ
し
て
傾

斜
地
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
だ
と
教
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
れ
か
ら
の

時
期
、
常
陸
風
土
記
の
丘
の
桜
が

見
事
で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
～
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
～
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
の
桜

リ
レ
ー
が
１
ヵ
月
楽
し
め
ま
す
。

３
月
現
在
で
、
茨
城
県
内
の
お
花

見
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
常
陸
風
土
記
の
丘
の
名
前
は
、

ご
存
知
の
と
お
り
常
陸
国
風
土
記

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
風
土
記

は
地
方
の
歴
史
や
文
物
を
記
し
た

奈
良
時
代
の
地
誌
で
現
代
に
伝
わ

る
も
の
は
全
国
に
５
か
所
し
か
な

く
、
常
陸
国
風
土
記
は
１
３
０
０

年
前
の
茨
城
県
エ
リ
ア
の
諸
相
を

記
し
た
貴
重
な
文
献
で
す
。

　
関
東
で
は
唯
一
の
存
在
で
、
そ

の
編
纂
地
が
石
岡
小
の
一
角
で
あ

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

に
は
利
根
川
図
志
や
新
編
常
陸
国

誌
な
ど
が
あ
り
、
石
岡
に
も
府
中

雑
記
や
常
府
古
跡
案
内
し
る
べ
な

ど
い
く
つ
も
の
地
誌
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
神
皇
正
統
記
や
水

戸
の
大
日
本
史
な
ど
、
広
義
で
捉

え
る
と
興
味
深
い
地
誌
が
身
近
に

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
常
陸
国
風
土
記

は
茨
城
県
民
の
原
点
で
す
。
歴
史

の
風
雪
に
耐
え
て
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
貴
重
な
風
土
記
で
す

か
ら
、
地
誌
の
聖
典
と
し
て
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
風
土
記
の
丘
の
桜
か
ら
連
想
が

広
が
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ

て
も
地
誌
よ
り
サ
ク
ラ
で
、
あ
の

降
り
注
ぐ
よ
う
な
枝
垂
れ
桜
の
花

ビ
ラ
の
カ
ー
テ
ン
の
下
を
歩
い
て

み
た
い
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。文

・
今
泉
文
彦

市
長
日
記
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成
26
年
度
、
石
岡
第
一

高
等
学
校
か
ら
社
会
部

（
社
会
ク
ラ
ブ
）
が
収
集
し
た
埴

輪
や
瓦
、
土
器
な
ど
の
資
料
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
岡
一
高

社
会
部
は
遺
跡
見
学
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
昭
和
30
年
代
後

半
に
は
か
す
み
が
う
ら
市
の
志
戸

崎
横
穴
墓
や
、
小
美
玉
市
の
田
木

谷
遺
跡
、
八
幡
脇
遺
跡
な
ど
の
発

掘
調
査
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

資
料
に
貼
ら
れ
た
メ
モ
か
ら

は
、
市
内
の
東
田
中
貝
塚
や
国
分

寺
、
瓦
塚
窯
跡
の
ほ
か
土
浦
市
上

高
津
貝
塚
、
小
美
玉
市
竹
原
な
ど

市
外
で
採
集
し
た
資
料
も
あ
り
、

活
発
な
活
動
の
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。 

　
ま
た
、
写
真
の
よ
う
な
大
型
品

の
埴
輪
も
あ
り
ま
す
。
出
土
地
の

メ
モ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

形
や
製
作
方
法
、
粘
土
な
ど
か
ら

小
美
玉
市
舟
塚
古
墳
の
も
の
と
推

定
で
き
ま
す
。
舟
塚
古
墳
は
昭
和

40
年
代
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

出
土
し
た
資
料
は
県
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
所

有
者
が
石
岡
一
高
に
勤
務
さ
れ
て

お
り
、
寄
贈
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
資
料
の
一
部
は
、
現
在
開
催
中

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
残
念
な
が

ら
、
出
土
地
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
資
料
も
あ
り
ま
す
。

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。  

●
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

古
写
真
に
み
る
石
岡
一
高

―
石
岡
農
学
校
の
こ
ろ

期
間
／
４
月
７
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４　

　
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は

０
歳
か
ら
作
れ
ま
す

▼
図
書
館
の
本
を
借
り
る
時
は
、

　
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
で

　
す
。
利
用
カ
ー
ド
は
０
歳
か
ら

　
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。住
所・

　
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き

　
る
身
分
証
（
保
険
証
な
ど
）
を

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
利
用
カ
ー
ド
は
、中
央
図
書
館・

　
各
公
民
館
図
書
室
（
中
央・東・

　
城
南
）
で
作
成
及
び
利
用
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

対
象
／ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者
、 

小
美
玉
市
・
か
す
み
が
う

　
ら
市
・
土
浦
市
・
笠
間
市
・
行

　
方
市
・
茨
城
町
在
住
者 

有
効
期
限
は
３
年 

▼
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は
３
年
間

　
の
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
期

　
限
が
近
づ
い
た
人
や
過
ぎ
た
人

　
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を

　
し
て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が
確

　
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。
更
新
し
た
カ
ー
ド
は
そ

　
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
案
内

　
を
受
け
て
か
ら
２
ヶ
月
以
内
に

　
更
新
さ
れ
な
い
場
合
は
、
貸
出

　
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

貸
出
延
長
の
お
し
ら
せ

▼
中
央
図
書
館
の
休
館
及
び
公
民

　
館
図
書
室
の
休
室
に
伴
い
、
４

　
月
16
日
火
～
28
日
日
ま
で
の
期

　
間
は
貸
出
（
雑
誌
は
除
く
）
を

　
３
週
間
に
延
長
し
ま
す
。

公
民
館
図
書
室
の
休
室

▼
次
の
期
間
、
中
央
・
東
地
区
・
城

　
南
地
区
公
民
館
は
休
館
に
な
る
た

　
め
、図
書
室
が
休
室
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
図
書
の
返
却
は
で
き
ま

　
せ
ん
。
中
央
図
書
館
の
返
却
ポ
ス

　
ト
を
ご
利
用
く
だ
い
。

期
間
／
４
月
29
日
月
～
５
月
８
日
水

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
４
月
23
日
～
５
月
12
日
の
こ
ど

　
も
の
読
書
週
間
を
記
念
し
、
オ

　
リ
ジ
ナ
ル
鯉
の
ぼ
り
を
つ
く
る　

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

日
時
／
４
月
27
日
土 

　
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

※
①
、
②
の
時
間
内
な
ら
い
つ
で　

　
も
製
作
で
き
ま
す
。 

場
所
／
こ
ど
も
図
書
館 

本
の
森 

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
来
て
く

　
だ
さ
い
。 

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

時の記憶
シリーズ 157

石岡一高　社会部
問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111
　　　　（内線 1323）

平

【４月の休館日】 １日月・８日月・15 日月・22 日月・29 日月・30 日火

中央図書館　
こども図書館 本の森

≪おはなし玉手箱≫
・６日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・11 日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・20 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・13 日土午後 2 時 30 分～
--------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

４月の楽しいおはなし会 ◀第２木曜日のひ
よこのおはなしか
いを行う「なかよ
し」さん。4 か月
児健診時に絵本の
読み聞かせを行う

「ブックスタート」
で も 活 躍 中。 赤
ちゃん向けの絵本
をたくさんご紹介
されていますよ～

▲舟塚古墳出土と推定される円筒埴輪。
高さ 80 ㎝程に復元できる大型品

　　　　　　　  防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　　　　　　　　 　 防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120–99–6907（通話料無料）　　 広報いしおか４月１日号　№３２４　　２２　　　　　　　



石
岡
俚
謡
会府　

中　
小
川
野　
蛙

野
焼
き
煙
が　
た
な
び
く
田
ん
ぼ

　
春
の
準
備
に　
動
き
出
す

若　
松　
川
崎　
洋
子

今
日
の
主
婦
業　
お
休
み
し
ま
す

　
友
と
湯
煙
り　
バ
ス
の
旅

石　
岡　
石
塚　
芳
華

そ
っ
と
は
き
出
す　
煙
草
の
輪
っ
か

　
中
に
あ
の
娘こ
の　
い
い
笑
顔

南　
台　
平
井　
弥
生

花
の
蕾
も　
寒
さ
の
中
で

　
じ
っ
と
耐
え
て
る　
春
を
待
つ

杉　
並　
助
川　
浩
史  

変
わ
る
今
年
の　
新
た
な
時
代

　
平
和
日
本
へ　
進
む
年

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

南　
台　
菅
野　
憲
枝

春
を
待
つ
子
に
空
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル

東
田
中　
川
島　
市
郎

風
の
音
聞
い
て
決
め
込
む
冬
籠
り

石　
川　
田
口　
美
子

杖
を
つ
く
妻
に
寄
り
添
う
春
日
差

三　
村　
田
端　
俊
行

太
陽
と
風
の
恵
み
や
干
大
根

北
付
中　
野
村
畝
津
子

目
薬
よ
り
視
力
の
戻
る
春
の
雪

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
野
村　
京
子

お
座
敷
の
真
中
に
存
す
明
治
雛

川　
又　
川
又　
渓
二

男
女
の
川
そ
そ
ぐ
麓
の
雛
ま
つ
り

加
良
寿
里　
島
田
美
沙
生

も
て
な
し
の
お
茶
に
買
ひ
た
る
雛

あ
ら
れ

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

東
大
橋　
森　
美
千
瑠

免
許
証
の
返
納
思
へ
ど
Ａ
Ｉ
の
自

動
車
な
れ
ば
わ
れ
も
乗
れ
る
か

東
光
台　
内
田
千
代
子

声
を
出
し
昭
和
天
皇
の
和
歌
を
読

む
眼
鏡
を
か
け
て
居
ず
ま
い
正
し

（
俳
句
）　　
　
北
根
本　
大
塚　
豊
子

日
だ
ま
り
の
梅
咲
に
け
り
鳥
の
声

（
俳
句
）　　
　
真　
家　
川
崎　
夫
久

春
雨
や
暮
れ
行
く
里
の
う
す
灯
り

（
短
歌
）

東
光
台

福
田

泰
夫

花
便
り
今
年
は
早
く
な
り
相
な
棚

の
地
酒
と
待
つ
は
楽
し
み

（
俚
謡
）　　
　
若　
宮　
関
根　
貞
臣

園
芸
作
業　
造
園
作
業

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で　
甲
子
園

文芸いしおか

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

宝
船
の
四
コ
マ
漫
画
を
絵
に
描
き

て
我
を
も
乗
せ
て
新
年
祝
う

山　
崎　
若
色　
茂　

遊
び
に
来
た
ぞ
両
手
一
杯
土
産
持

ち
笑
顔
の
父
の
懐
し
い
夢

八
郷
短
歌
会柿　

岡　
小
林　
渥
子

行
き
ず
り
の
街
に
電
柱
見
当
た
ら

ず
う
ろ
こ
雲
浮
く
空
の
広
ご
り

月　
岡　
菱
沼
む
免
子

庭
隈
に
淡
く
の
ぞ
き
し
蕗
の
薹
に

心
寄
せ
つ
つ
献
立
決
め
る

川　
又　
関　
清
志　

寒
い
冬
空　
小
鳥
は
西
へ

　
塒ね
ぐ
らも
と
め
て　
二
羽
三
羽

東
石
岡　
惣
野
代
英
子

寒
さ
い
と
わ
ず　
介
護
に
尽
く
す

　
優
し
嫁
御
に　
姑は
は
感
謝

貝　
地　
前
島
く
に
子

寒
さ
こ
ら
え
る　
お
地
蔵
さ
ん
に

　
そ
っ
と
温
も
り　
俺
の
服

川　
又　
前
島　
節
子

夜
半
巡
回　
凍
て
つ
く
寒
さ

　
星
に
吐
息
が　
届
き
そ
う

●
文
化
協
会
に

入
り
ま
せ
ん
か
？

　
文
化
協
会
で
は
、
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。一
緒
に
俳
句・
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文化協会だより
　三曲は筝（琴）、三絃（三味線）、尺八の
３つの楽器で演奏します。
　石岡三曲協会は尺八の竹友会、竹桐会、
一管の会、筝曲の白韻会、奏映会の５つの
団体で構成しています。月に一度集まり、
新曲や古曲を合奏し常に研究努力をして、
和気あいあいと練習に励んでおります。
　当協会は昭和 3 年、石岡劇場において催
したのが始まりです。昭和 43 年からは完
成した市民会館を会場に、毎年秋の演奏会

（三曲演奏大会）を開催しています。その他、
まちの文化一日体験など、様々なイベント

に参加し、演奏しています。
　現在、会員募集中です。三曲に興味があ
る方は、お気軽にご連絡ください。
会員／ 42 人　　年会費／ 2,000 円
問石岡三曲協会  ℡ 22-2597（川村 美津子）

第８回  石岡三曲協会

　　　　　　　  防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　　　　　　　　 　 防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120–99–6907（通話料無料）　　　　　　　　　２３　　広報いしおか４月１日号　№３２４



わが家のアイドル

有賀結
ゆいか
香ちゃん

（9か月・写真撮影時）
（東成井）
うちの太陽！結香の
笑顔はみんなを幸せ
にしてくれる！これ
からもたくさん笑顔
みせてね！！

茂庭結
ゆ り
莉ちゃん

（４か月・写真撮影時）
（南台）
2人のお兄ちゃんも
大好き我が家のアイ
ドル♡兄妹仲良くみ
んなで元気に大きく
なぁれ！

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。　問秘書広聴課　℡ 23‒7215

平成31年4月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐7275　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　　 
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

■４月のイベント・講座

1 日限定で、30 分間食べ放題料金が通常 1300 円
→ 700 円。いちごがなくなり次第終了。参加店舗で
いちご狩りをすると、朝日里山学校で行われる抽選
会に参加できます。豪華な景品が当たるかも！地元
食材を使った出店もあります。
参加店舗：中村いちご園・丸坂いちご園 ・大関いち
ご園・以後崎いちご園 ・辻いちご園・松延いちご園 
・マルヨいちご園（いちご園は午前 9 時開園です・
抽選会場は午前 9 時 30 分から開場）
㉄朝日里山学校（柴内 630 番地）℡ 51‒3117 

4 月 14 日日朝日里山いちごまつり

石岡市旭台会館講座「創る 作る」
しあわせは香から珈琲の淹れ方・楽しみ方
▶美味しいコーヒーの抽出方法だけでなく、コー
　ヒーの歴史や焙煎、産地別のコーヒーテイスティ
　ング体験をします。（ケーキ付）
日時 : ５月 19 日㊐午前 10 時～正午
定員 :20 人 参加費 :600 円 講師 : 鈴木 誉志男氏
和紙細工初歩から学ぶ 
▶一枚の紙が、折るたびに草花や生き物へと姿を変
　えます。
日時 : ５月 23 日、６月 13・27 日、７月 11・25 日、
８月８日㊍午前 10 時～正午（全６回）
定員 :15 人 参加費 :3000 円 講師 : 見明 節子氏
きもの着付け講座
▶基本的な着物の着付けを学びます。初心者大歓迎。
日時 : ５月 25 日、６月１・８・15・22・29 日㊏（全
６回）午後１時 30 分～３時 30 分
定員 :15 人 講師 : 小池 俊枝氏
いきいき健康体操塾講座
▶シンプルで簡単なので動きを覚える煩わしさを感

　じず、高齢者でも安心して音楽に合わせて動ける
　ようになります。
日時：５月 30 日、６月 13・27 日、７月 11・25 日、
８月８日㊍午前 10 時 30 分～正午 （全６回）
定員 :15 人 講師 : 佐藤 直子氏
初心者やさしい太極拳講座
▶ゆっくりとした動作や体重移動は足腰の筋力を鍛
　えるのに優れ、バランス感覚を養い、転倒防止に
　つながります。
日時：５月 21・28 日、６月４・11・18・25 日㊋午
前 10 時～正午（全６回）
定員：15 人　講師：山口まさ子氏・篠塚すみ子氏・
鬼澤和子氏
--------------------------------------
受付期間：４月９日㊋～ 23 日㊋
　　　　　午前９時～午後５時（月曜休館）
※各講座とも定員を超えたら抽選。                                                 
㉄石岡市旭台会館 ℡ 26‒1366　℻ 26‒1780
　asahidai@smile.ocn.ne.jp

おとうさん、
いしおかの
いちご、
おいしいね！
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